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研修の計画受講による費用の節約
体系図上の各講座について
1日研修：３,０００円 半日研修：６,０００円
を、計画的に受講することで参加費用が節約できるよう、以下３つの
仕組みを今回導入しました。

１）コース受講による費用の節約

２）宅建講座との同時申込みによる費用の節約

３）回数券購入による費用の節約
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１）コース受講による費用の節約
コース設定上の各講座を計画受講をすることで、最も費用メリットが出る申込み

方法です！
新人コース＜合計７３,０００円分の講座が３０,０００円で受講可能）

対象講座：修了必修講座６講座＋自由選択全１１講座 ⇒ 詳細は資料１・２参照

中堅社員コース＜合計７１,０００円分の講座が３０,０００円で受講可能）

対象講座：修了必修講座２講座＋自由選択全２０講座 ⇒ 詳細は資料３・４参照

管理職コース＜合計５４,０００円分の講座が３０,０００円で受講可能）

対象講座：修了必修講座５講座＋自由選択全１３講座 ⇒ 詳細は資料５・６参照
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２）宅建受験対策コースの申込み
による費用の節約

宅建試験対策講座プラス１万円で職務スキル研修が受講し放題になる

コース。業務上の専門的な知識を一気に習得できます！

宅建コース＜合計１０２,０００円分の講座が５０,０００円で受講可能）

対象講座：宅建対策講座＋自由選択全２０講座 ⇒ 詳細は資料７・８参照
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３）回数券による費用の節約
どの研修に誰を参加させるのか、その都度検討したい場合は、回数券を
事前に購入することにより、参加費用が下記のように節約できます。

※回数券は無記名式のため、社内の誰でも利用できます。

通常の研修参加費用：１日６,０００円 、半日３,０００円

回数券の価格：３０,０００円

※１日研修６回分 、 半日研修１２回分

→回数券を全て使い切ると２０％の参加費用の節約になります。
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